2010.10.29 中国水利報記事
三峡ダム湛水175メートルに
四大効果で中国の発展に貢献
（文/写真：水利報記者・李真）
10月26日9時、三峡ダムは試験湛水において水位175メートルを達成した。これは、全世界の注目を集める同ダムが、18年にわたる建設を経てその洪水防御・発電・水上運輸・水補給の四分野での総合的な効果を全面的に発揮する準備が整ったことを示す出来事であると同時に、高水位時におけるダム堤体及びダム関連施設全体の状態について、全面的な検証を行う機会ともなる。
10月26日、湛水175メートル達成記念セレモニーにおいて、水利部副部長兼国家水害防止総指揮部（防総）秘書長である劉寧氏は次のように述べた。「三峡ダムの完成によって、長江中流地区の洪水防御能力は明らかに向上する。特に荊江地区では洪水防御態勢が根本的に変化し、荊江区間の洪水防御基準が100年確率に引き上げられることで、長江中・下流の多くの住民が洪水災害の苦しみから逃れて安定した生活が送れることが保障される。それと同時に、2,250万キロワットの巨大発電設備が国民経済と社会発展のためにクリーンな電力を途切れることなく提供されることになり、中国の低炭素経済発展モデルへの転換促進に重要な役割を果たすことになる。また、三峡ダムの湛水運用によって、長江の通航条件にも明らかな改善が生じ、長江の水上運輸事業の飛躍的発展が促進されることにもなる。その他にも、三峡ダムの渇水対策給水および生態補水（訳注：生態系回復のために人工的に水の供給を増やすこと）における効果が徐々に現れ、渇水期における放水量の増加が、長江中・下流の通航条件の改善および生産・生活用水の需要の保障に有利となるだけでなく、洞庭・鄱陽湖地区の良好な生態環境の維持に役立つであろう。」
三峡ダムの四大効果が徐々に発揮されることによって、中国の今後の発展は間違いなくその影響を深く受けることになるだろう。
洪水防御における効果と利益
長江中・下流の水害に対する不安を大幅に解消
長江の洪水は、これまで一貫して中華民族の「獅子身中の虫」となっている。疑うべくもなく、三峡ダムの最も重要な任務は洪水防御であり、これは三峡ダム全体の最も重要な目的でもある。
2004年から2009年までの間に、三峡ダムは計3回の洪水ピークカットを実施した。2004年9月、三峡ダムは仮締め切り堤による発電を行っている段階であったにもかかわらず、ピークカットによる洪水調節を開始し、5億立方メートルの洪水を遮断した。2007年の洪水期には、10億4,300万立方メートルの洪水を貯留した。2009年8月には42億7,000万立方メートルの洪水を貯留し、これにより沙市地点の観測所水位は最大で約2.4メートル低下し、荊江区間の洪水を防御し圧力を軽減させることができた。
2010年の洪水期には、長江水害防止総指揮部の指揮命令に基づき、三峡ダムにおいて相次いで7回の洪水防御運用が実施された。その時点までの三峡ダムにおける洪水貯留最高水位は161.02メートル、累計貯留水量は266憶3,000万立方メートルであった。概算統計によると、2010年における三峡ダムの洪水防御による経済効果は266億3,000万元である。三峡ダムにおいては、7回の洪水防御運用のほかに、洪水資源の利用も併せて行われた。洪水期（6月10日から9月9日）における三峡ダムの平均貯水池水位は151.54メートルに達し、降雨期制限水位を6.54メートル引き上げ、洪水防御、発電、水上運輸といった三峡ダムの総合的機能を充分に発揮させることに成功した。
水上運輸における効果と利益
「黄金水道」の機能が確実に発揮し始める
三峡ダムの通航能力は年々増加の一途を辿っている。2003年6月16日の閘門の試通航以来、2010年9月末までの間に、三峡ダムを通過した貨物総量はすでに4億1,000万トンを超え、6年連続で増加している。三峡ダムを通過した貨物総量は、葛洲ダム閘門の運用後、三峡ダムの湛水が始まるまでの22年間の閘門通貨貨物量の1.7倍に達する。湛水後、万トン級の船隊が重慶市まで直行できるようになり、船舶運輸のコストは湛水前と比べて1/3以上も引き下げられた。
三峡ダムの175メートル湛水という目標の実現により、ダムの背水の末端は重慶市街地区にまで達する。ダムの湛水運用によって、三峡ダムから重慶までの航路における水上運輸の条件は一変し、川江（訳注：四川省宜賓市から湖北省宜昌市の間の長江上流の河川区間）の約600キロの航路は名実ともに「黄金水道」となり、水上運輸において顕著な効果をもたらすことになる。長江航務管理局は、三峡ダムの水上運輸における効果と利益は主に次の4つの方面に反映されると考えている。一つ目は、湛水域の航路の更なる改善である。これは、主に湛水域の航路の幅、深さ、曲線半径の増大につながり、約100ヵ所に上る、危険を伴う主要な瀬が埋没し、涪陵区より下流の「狭く、湾曲し、浅く、危険」として知られる、自然条件に基づく航行状況が基本的に改善されることにより、川江全線において通年、昼夜を問わず通航が可能になる。二つ目は、湛水域の航路の水流条件における大幅な改善である。河川の流速が緩やかになり、流況が安定し、勾配が減少する。三つ目は、湛水域の港湾の急速な発展の実現である。ダム完成後における湛水域の港湾の水域・陸域面積及び湾岸線の距離はダム完成前の約2倍となり、複数の埠頭が新設され、港湾の貨物呑吐力が大幅に引き上げられる。四つ目は、湛水後の可航支流の通航距離の延長である。通航不可能だった多くの支流に通航条件が備わることによって、地方経済の確立と社会発展が大幅に促進されることになる。
これに加え、三峡湛水域の航路上にある各種の航行援助施設はすでに全面的にバージョンアップされており、航路標識の標体の大型化、照明の高照度化、航路標識のスマート化が実現し、船舶航行に良好な通航条件が備わっている。
発電における効果と利益
低炭素時代を支えるクリーンエネルギー
総設備容量2,250万キロワットを有する三峡発電所は、世界最大の水力発電所である。2009年に三峡発電所で発電された798億5,000万キロワット/時という数値は、2009年の中国総発電量の2.2%、同水力発電量の14.4%を占める。
2003年に初の発電ユニットで発電が行われて以来、2010年10月20日までの三峡発電所の累計発電量は4,398億6,000万キロワット/時である。三峡発電所で産み出された電力は、主に華中、華東地域および広東省の合計8省2市に送られる。2009年、三峡発電所から輸送された電力の内訳は、華中地域が40%、華東地域が41%、広東省が19%となっている。
2010年7月20日、最大70,000立方メートル/秒の洪水ピークがダム内に流入した際、三峡ダムは40,000立方メートル/秒に及ぶ洪水ピーク流量をカットすると同時に、水位の引き上げを行った。この際、三峡発電所は1,830万キロワットの全負荷発電を実現したと同時に、168時間の連続稼働を記録した。同所の発電ユニットは超過洪水という試練に耐えたことになる。モニタリングデータによると、発電ユニットの稼働状態はいずれも設計上の正常範囲内であった。
水補給における効果と利益
洪水防御・旱魃対策の同時推進で洪水資源化へ邁進
湛水開始以降、三峡ダムは貯水池容量の調節機能を十分に利用し、渇水期には下流に水の補給を行い、葛洲ダム下流の廟嘴の水位が海抜39メートルを下回らないよう制御し、渇水期における下流の水上運輸を確保するとともに、工・農業生産用水および生活用水の需要を保障した。2006年に発生した100年確率の大旱魃の際も、三峡ダムは下流に水の補給を行い、旱魃は効果的に緩和された。2009年、湛水が進むにつれて放水量も増大し、洞庭湖および鄱陽湖の旱魃状況が緩和された。
2010年初め、全国水防・旱魃対策作業会議において、ここ数年の中国における気候の変化および三峡ダムの初期運営状況に基づき、三峡ダムは概算設計における洪水防御、発電、水上運輸の各機能を基盤としつつ、さらに旱魃対策の機能を向上させ、洪水防御に加えて旱魃対策の機能を最優先とする、との方針が示された。長江水害防止総指揮部の関連の責任者も、次の点を明らかにしている。「今後、三峡ダムでは旱魃対策のための調整が常態化し、流域における水防・旱魃対策作業の重点についても、従来の洪水防御調整を主としたものから、水防・旱魃対策ともに調整する方向へ転換することになる。」
ここ数年、中国の旱魃被災地域は、従来の「三北」（西北、華北、東北）から南部および東部の多雨地域に拡大しており、長江流域では2006年、2007年、2009年にいずれも比較的広い範囲にわたる深刻な旱魃被害が生じた。三峡ダムの湛水・水量調整機能は中国共産党中央委員会・国務院の指導者から重視されているとともに、社会各界からも大きな関心を集めている。
2009年8月、湖南、湖北両省で深刻な旱魃被害が生じた。9月以降、長江の主・支流から流入する水は極めて少なくなり、中・下流の主流では、過去の同時期と比べても稀に見る渇水位となり、洞庭湖、鄱陽湖地区に比較的深刻な旱魃被害が生じ、人畜の飲料水および農業用水の安全が脅かされた。長江水害防止総指揮部は、国家水害防止総指揮部・水利部の統一配備に基づき、積極的な対応を行うとともに、協議を強化し、三峡ダムの湛水計画を適時調整することにより同ダムの放水量を増大させた。また、三峡ダムおよびその上流の主要大型ダム（水力発電所）に対する渇水期の水量統一調整を初めて実施し、長江中・下流の主流および湖沼地区の水位が急速に下降するという事態は効果的に緩和され、人畜の飲料水の確保および生態系の安全維持が可能になった。
三峡ダムの水補給における効果と利益に関して、長江水害防止総指揮部は、当面以下の二方面の業務を実施するとしている。一つ目は、渇水期の長江上流からの水の流入と中・下流の給水需要状況に対して、引き続き充分な配慮を行うことである。三峡およびその他のダムの水量の緊急調整を適時実施し、水の補給を行い、流域の用水を確保する。二つ目は、水防・旱魃対策のための調整における基礎作業の強化である。総指揮部は長江の水量調整、三峡ダムと上流ダム群の連携操作、長江の洪水調整計画等の研究、漢江の洪水調整および長江の洪水防御計画等の策定作業を重点的に遂行するとともに、三峡ダムの試験湛水を通じて得られた実績と教訓を確実に分析・総括した上で、三峡ダムの最適化調整計画を万全なものとすべく、同計画の改訂を行う構えである。
[写真説明]
重慶市雲陽新城（訳注：三峡ダム区からの移住先として作られた新市街地）は、現在では双江と呼ばれている。川辺に住む住民には川辺で洗濯をする習慣がある。最近、洗濯場所に一つの塀が新たに建てられたが、その塀に赤色で書かれた「175」の標記は、三峡ダムの湛水がすでに175メートルに達したことを示すものである。
